
Analytical Chemistry                     化学分析学   

 

 

Ⅰ 電気化学バイオセンサ 

  Electrochemical biosensors  

 

安川智之・松原則男   

Yasukawa, T., Matsubara, N.  

 

分子認識素子である抗体、DNAおよび核酸アプタマーを利用しシグナル分子の化学増

幅能力と電気化学センシング技術を融合した高感度バイオセンサの開発を行っている。

認識反応のラベルに加水分解酵素を用い，酵素反応生成物の再生反応および変換蓄積反

応（金属銀，金属銅，難溶性ハロゲン化銀への変換）により pMレベルの超低濃度分析を

行っている。また，本年度は，未反応物質の分離工程が不要な免疫センサやイムノクロ

マトグラフ―への電気化学的定量法の融合を行った。  

  

  

Ⅱ マイクロ・ナノ電気化学を用いた細胞機能評価  

Investigation for cellular activities by using micro - and nano-electrochemistry 

 

安川智之・松原則男  

Yasukawa, T., Matsubara, N.  

 

外部からの電気パルス刺激により拍動する単一筋細胞の呼吸活性評価を行っている。

培養皿上に筋管細胞のパターンを作製し、電気化学顕微鏡（ SECM）を用いて拍動する

筋管細胞近傍の酸素濃度分布計測から「単一筋管細胞の酸素消費速度を決定する」こと

を第一目標としている。Bio－LSIを用いたゼブラフィッシュ胚の活性評価法を開発し、

生態環境に与える物質群の効果を計測可能な細胞センサの開発に取り組んでいる。  

 

 

Ⅲ 誘電泳動による細胞および微粒子操作  

Manipulation with microparticles and living ce lls based on dielectrophoresis  

 

安川智之・松原則男   

Yasukawa, T., Matsubara, N.  

  

誘電泳動による機能化微粒子、細胞を超高速に操作できる技術を最大限に利活用し、

迅速、簡便および高効率に「細胞アレイを創る」、「新規アッセイ法を開発する」、「目

的の粒子を分離する」を行っている。本年度は，特に，マイクロウェルアレイ電極を用

いた数十万個の細胞アレイの形成を行い，その技術を高効率なハイブリドーマ形成へと

応用した。また，細胞アレイのハイドロゲルシート上への包埋および単一細胞を含んだ

ハイドロゲルキューブの迅速作製を行った。  
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大学院物質理学研究科  

博士前期過程   

岡崎  仁：誘電泳動による微粒子配列化を利用した免疫測定法の開発  

菅野尊公：三重極マイクロバンド電極を用いた誘電泳動による迅速で簡便な  

微粒子配列体の作製  

岡山太樹：誘電泳動による単一細胞ペアの形成と電気パルス細胞融合  

寺尾和輝：バイオLSIを用いたゼブラフィッシュ胚の酸素消費量に基づく毒性  

評価法の開発  

 

科学研究費補助金等   
1  科学研究費補助金（平成 28～ 30年度）  基盤研究B 

研究課題   パターン化単一筋管細胞の拍動に伴う代謝活性評価法の開発  

研究代表者  安川智之  

2  科学研究費補助金（平成 28～ 29年度）  挑戦的萌芽研究  

研究課題   固定化不要な電気化学アプタマーセンサの開発  

研究代表者  安川智之  

3  科学研究費補助金（平成 29～ 32年度）  基盤研究B 

研究課題   多種抗膜タンパク質抗体の高効率な一括取得法とその分子標的治療薬

評価法の一体的開発  
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 5  平成 29年度富山大学水素同位体科学研究センター  一般共同研究助成  

研究課題   デュアルマイクロ酵素センサの開発と単一細胞計測への応用  

研究代表者  安川智之  
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